
ColdFusion Day 2017
Session 1： ColdFusion最新情報



情報リソース

最新ロードマップ資料：メーカーサイト
 http://wwwimages.adobe.com/content/dam/acom/en/pr

oducts/coldfusion/pdfs/cf2016/Roadmap_for_Adobe_Col
dFusion.pdf

ColdFusion Summit 2017 スライド：公式ブログ
 http://blogs.coldfusion.com/adobe-coldfusion-summit-

2017-slides/

上記よりピックアップした最新のColdFusion
情報をお知らせします
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最新ロードマップ
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最新ロードマップ資料より

次バージョンのColdFusion 2018
に関する情報がロードマップに
掲載

マイクロサービス
• コンテナプラットフォーム
• 非同期プログラミング
• ロックダウンの自動化
• Performance Management

Suite
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最新ロードマップ資料より

5



最新ロードマップ資料より

2年ごとのメジャー
バージョンアップ

5年のコアサポート
＋

最長2年のエクステンド
サポート予定
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ColdFusion Summit
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基調講演（KeyNote）より
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2016 – 年間で ColdFusionのレベニューが最高の年



基調講演（KeyNote）より
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20年以上にわたって強く支持されている
開発効率の高さ



基調講演（KeyNote）より
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ユーザーが使用するエディタとして
ColdFusion Builderのシェアが増加



ColdFusion 2018

※現時点での予定されている情報であり
今後、変更等が行われる場合があります

11



マイクロサービス＝細分化
 ３つのレベルでパフォーマンスのチューニング

1. コネクタ ⇒ オートチューン
パフォーマンスのインパクト – 顧客の最適な価値を失う
 接続先のWebサイトの負荷の選択
 バックグラウンドでツールが実行される

2. Appサーバー＆DB ⇒ Performance Management Suite
パフォーマンス問題の対処のため監視を開始
 ヘルススコア、モニタなどの新しいダッシュボード

3. ColdFusionアプリケーション
新しいServer Monitor
 時間の掛かるページ、スレッドダンプ他
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Performance Management Suites

サーバーモニター
から置き換わる

新しい
パフォーマンス管
理ダッシュボード
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システム構造を自動検出
ColdFusionとは別のインスタンスで実行。複数のサーバーを一
度に監視・モニターが利用可能
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オートチューン
動的にコネクターを調整。トラフィックが大きく変動した時の
「サービスを利用できません」「サーバーがビジー状態です」
などの503エラーの発生を防ぐ
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その他のPerf Mgmt Suite機能

 従来以上に外部サービスやWebサービス
などの計測も可能なサーバーモニター

 CPU、ヒープ、ファイルなどのメトリッ
ク情報の計測

 複数のスレッドダンプの比較・解析やデ
ッドロックしたスレッド、コードフロー
の確認
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パフォーマンスの向上

ColdFusion 2016に続き
2018でもパフォーマン
スの改良が行われる見
込み
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分散キャッシュ機能強化
 大規模運用で重要となる各種キャッシュ
 ３つのキャッシュエンジンをサポート
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セキュリティ強化
• 手動によるロックダウンはエラーが発生しやすい
• ロックアウトを自動化するツールを提供
• 保留中および完了済みの手順を示すレポート等が出力で

きる見込み
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Rest強化（現行の課題）
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他
• クイックテストツールが無い
• REST言語とのギャップ



Rest強化（Restplay）
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機能のモダン化の推進

 非同期プログラミングサポート
 OOPのデザインパターンをもとに、他のOOP言語

と同レベルにCFMLを強化
 staticコンポーネント / 関数のサポート
 abstractコンポーネント / final 変数、メソッド、コ

ンポーネント
 戻り値や引数のタイプの共変
 インタフェースのデフォルト関数
 CFCとインターフェイスの実装間で同じ引数名の制

限
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その他の強化候補

••
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他
• クエリオブジェクトの一部の列やレコードの削除
• HTML→PDF変換もさらに改良される見込み
• CLI や APM も強化される予定



ColdFusion Administrator
 新しい今どきのデザインに変更
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その他

25



Pre-release始まっています
https://coldfusion.adobe.com/2017/09/pre-release-
for-coldfusion-aether/
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プレリリース専用サイト
• プレリリースビルド

ダウンロード
• バグ登録フォーム
• 専用フォーラム



ColdFusionユーザーコミュニティ
https://coldfusion.adobe.com/
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ありがとうございました
株式会社サムライズ アドビソフトウェア事業部

E-mail: adobe_software@samuraiz.co.jp
http://www.samuraiz.co.jp/

※サムライズのホームページでColdFusion情報を公開中
http://www.samuraiz.co.jp/coldfusion/
(ColdFusion カフェテリア) http://forum.samuraiz.co.jp
(ColdFusion Associate) http://cfassociates.samuraiz.co.jp

ColdFusion は、Adobe Systems Incorporated（アドビ システムズ
社）の米国ならびに他の国における登録商標または商標です。
その他、記載されている会社名や製品ブランド名は、各社の商標
または登録商標です。
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